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現象学的還元と夢解釈

荒木正見

序．夢の解釈

小論は，哲学と心理学との接点、から，比較論的に夢を解釈する方法を探究

する試みの一端である。特に小論では，フッサールの現象学的還元を基底と

して展開する夢解釈の方法について述べる。

論文の軸については以下のように設定する。

一貫して，夢解釈の概略を述べるが，この「夢解釈Jという語については，

鐘幹八郎『夢分析入門』（創元社， 1976/1996）で，「夢分析Jと比較して，次

のように述べられている。

まず，夢分析については，「『夢の分析』とは，夢の（顕在）内容をイメー

ジ，要素，事物，文章といったものの集積と考え，客観的な水準においてと

り扱おうとするものである。従って，この水準では，誰の目にもはっきりと

具体的に，析出された資料を確かめることが可能である。J(275頁）とされ

る。

他方，夢解釈については，「夢の意味づげ」とされ「『夢の分析』からの資

料を統合し，分析者や夢主が夢のもつ意味を引き出す過程を指している。」

(275頁）と，される。

そしてこの両者の比較において最大の違いは，前者が客観的な水準で取り

扱われるのに対して，後者は主観的な水準ともいえる点にある。すなわち「い

ろいろの意味づけを可能にする。唯一の客観的，普遍妥当的な解釈は存在し
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ない。J(275頁）とさえ述べられている。しかし，それでは夢の意味の具体的

妥当性はないのか，ということになるが，結局は，夢という象徴性の高い対

象を象徴的な言葉で意味づける以上，数学のような妥当性はあり得ない。ま

た，妥当性については，それぞれの夢解釈者が自らの解釈の方法を開陳する

ことで，それぞれの方法を追体験することによって確認することができる。

この点は，すべての科学的方法と一致する。小論は，そのような意味での，

現象学的還元に端を発した夢解釈の方法を考察するものである。

ところで，このように，夢解釈，もしくは夢分析の方法は多岐にわたり，

それらを比較検討するのは小論の範囲を越えるので，ここでは，それらを比

較検討した結果，筆者が現実的な教育相談の場で用いている夢解釈の方法を

述べつつ，その論拠を検討する。

なお，このような方法論についての論証は，具体例の検証によって論理性

を高めなければならないが，小論の紙幅では不十分である。当面小論では，

その点を割愛しつつ，夢解釈の一端を考察するにとどめる。

1 .現象学的還元

現れた夢の内部の構造を考察する以前に，夢もしくは存在すべての認識に

伴う構造的問題を考察しなければならない。後述するように，これは夢をは

じめとする象徴的要因の強い事柄の解釈には特に重要なことだといえる。

存在すべては，われわれがそう思っている通りに存在しているのだろうか，

というのがその構造的問題の契機である。フッサールは，その問題を「現象

学的還元（diePhanomenologische Reduktion）」という概念とともに次のよ

うに提起した。

フッサールが現象学的還元の概念を確立したのは， EDUMUND HUS-

SERL”DIE IDEE DER PHANOMENOLOGIE FUNF VORLESUNGEN 

－”（Herausgegeben und Eingeleitet von羽Talter Biemel, Martinus Nijhoff, 

1973）のヴアルター・ビーメルによる編者序文（Einleitungdes Herausger・
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bers) この書のもとにな ッティンゲ

この蓄を参考にし

と夢解釈

た1907年だとさ

れているの三〉。能って，ここ

味を考察する。

フッサールはまず，「哲学的思考（philosophischesDenken) Jと， f生活や

における自然的思考（natilrlichesDenken）」とを区別する（S.3）。

前者は「認識可能性の諮問題に携わる立場jであり，後者は

の難問には無頼替な思考jである（S.3）。そして，プツサ…ノレにおける

認識可能性の問題，すなわち認識論とは，デカルトの懐疑考察（die Car欄

tesianische Zweifelsbetrachtung）に始まるとされ，それに関して次のよう

に述べられている。

「コギタチオ（cogitatio），すなわち，体験しそれについて端的広反省して

いる体験の葬在は疑い得ず，コギタチオの寵額的，産接的な把捉と所有はす

でにひとつの認識することであり，コギタチオネス（cogitationes）は最初の

絶対的な所与性である。J(S.4) 

すなわち，コギタチオ，およびコギタチオネスとは， E. アッサーノレ・

松弘孝訳『現象学の理念j（みすず書房，昭和40年／昭和必年〉の訳注ム f家宅

「顕在的な意味体験jと述べられているように（151頁入構造的には

ち， f体験に対する端的な反省Jr直観的，高接的所与jなどと

述べられるように，複雑な反省や思弁的な反省を加えない，意識に現れたま

念
品 る。そして，それこそが最初の絶対的な所与性とされる持，

現象学的還元の手がかりが得られることになる。

、？、？

にー にー を説明する際に，ブッサーノレは， と (Im-

して論manenz und Transzendenz) Jという し，そ

すなわち， fコギタチオの直観的認識は内在的jとされ，

の，自祭科学や精神科学，そして，数学も，超盤的だとされる。さらに，

麓的科学は超越の危慎，すなわち，いかに認識は白日合越え得るのか，

内部に見つけられない存在にどのように的中することができるのか，という

危慎に囚われるが，コギタチオの誼観的認識の場合には，そのような危慎は
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り立たないとする（S.5）。

この点に関しては，次のように考察さ3れよう。フッサーノレが悲べるように，

この内在は自然科学的な意味での心理学における内在とは異なる。そのよう

な心理学は，人間の心と，それ以外の客説的世界とを始めから分けて考える

が，そのように考える寂りにおいては，先の超越の匙慎に背まれることは明

らかである。これに対して， fコギタチオの直観的認識誌内在的」と述べられ

る内在は，直観的であるからその摂りにおいては来だ超越的とは言えない

が〈のちに構成理論によって超越牲を与えられる。），コギタチオそむものし

か事在を護かめることができないのであるG そこιは，超越的などというも

の辻，あるかどうかさえ問われないのでみる。このような内在をブツサール

は「実的内在（reeleImmanenz) Jと時ぷ（S.5）。フッサーノレは，こうして，

デカルトのコギトを手がかりにして， f実的内在者，もしくはここでは詞義語

ではあるが，十全的自己所与誌諜いようがない」（S.5）と，述べることにな

る。そして，それをふまえて［現象学的還元を，すなわちあらゆる窓越的措

定の排除を遂行しなければならないJ(S.5），つまり，例えば科学的な客続性

といった客説的存在とし

ヒになる。

ることを排除しなければならないと るこ

このことをブツサ…ル誌定義的に「現象学的還元とは，すべての趨躍的な

もの（私に内主的に与えられていないもの）に無効だという符号をつけるこ

とでるり，すなわち，その超越者の実在と妥当性をそのまま定立しないで，

( Geltungsphanomen）として定立することである。J(S.6) 

と述べる。

このようなブツ に対する指摘でるるが，特に，

おいては強く しておくべきことである。筆者は，こ

ら派生してくる とし し，遂行している。以下

それを呉体的記考察する。
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現象学的還元と夢解釈（荒木）

2.夢解釈の方法

さて，このような現象学的還元を前提として夢解釈に取りかかろうとする

時，夢に現れた個々の事柄をすぐさま「AはBである。jというように捉えて

はならないことは明らかである。かといってすべてが暖昧なままで放置して

おくわけにもいかない。なんらかの，意味決定をしなければならないが，現

象学的還元の意図を勘案すれば，意識現象の全体を全体とし，同時に，意識

現象でさえ未知で無限な全体のひとつの結果でしかないという全体との関係

の中で，個々の事柄を考慮、していかなければならないのである。端的に，か

つ現実的な作業を前提として言えば，その場合，ひとつの事柄がどのような

構造的背景に位置づけられているのかが意味決定に参画する。このような，

構造に対する配慮を背景として夢を解釈する場合，筆者は次の三つの側面か

ら考察し，それらを統合しつつ解釈を遂行している。

第一の側面は，「夢を見ることjに付随する側面である。

第二の側面は，夢に示される象徴的意味を見いだす側面，すなわち夢の構

造的解釈の側面である。

第三の側面は，それらすべてを統合する論理的整合性の側面，もしくは夢

解釈の実践的側面である。

以下，考察するように，これらすべてに構造を配慮している。

1）「夢を見ることJに付随する側面

a.現実や環境の反映

「夢を見ること」に付随する夢とは，夢を見ている以上必ず見ているであろ

う夢のことである。すなわち，夢と現実という構造的差異に必ず伴う夢であ

る。

その中で最も考えられるものが「現実や環境の反映Jであり，直接夢に反

映する。
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さらにその中で最もありうるのが，「生理的理由Jである。トイレに行きた

いからトイレの夢を見る。漏らしてはいけないから何らかの障害のあるトイ

レでなかなか用をたすことができない夢を見る，といった夢は多くの人が経

験する夢である。また，寝室の近くの騒音が刺激になって騒音に引き起こさ

れ，連想した夢を見ることもある。

「特定の対象への個人的な思い」も，直接夢に現れ易い。好きなタレントが

夢に現れるなどというのは，その典型である。

この様式が少し複雑になるのが，「特定の思想・宗教」が夢に現れる場合で

ある。「特定の対象」の場合は，そのものが直接現れるが，「特定の思想・宗

教」の場合は，考える様式が現れたり，それらの思想や宗教に特有の象徴的

表現になる場合が多い。

また，「不安・違和感Jといった意識と無意識の全体を通しての構造の変化

を意味する感情は，さまざまに姿を変えて夢に登場する。この場合，解釈の

鍵になるのは感情である。違和感がある内容の場合でも，ほっとする，安心

する，などの肯定的な感情を持つ場合には，その内容の象徴的意味がすでに

自分に備わりつつある，つまり，次の段階への成長に達しつつあることを意

味している。また，怖い，嫌いといった否定的な感情を持つ場合には，その

意味は二分する。ひとつには，その内容において生存に不利な方向を指し示

している場合である。未熟な女性が，まだ出会ってはならない異性の影に怯

えて，見知らぬ男性に追われる夢を見るという例がこれに当たる。もうひと

つには，その内容において，生存に有利な方向を意味していても，夢を見る

本人の成長にとってまだ遠い存在である場合には，否定的な感情を持つ。現

実的にも，教師の正当且つ親切なアドバイスに，生徒が反発する例がこれに

当たるし，夢に神を象徴するものが現れて，怖い印象を持ったなどというの

がその例である。

このほかにも，民族特有の夢や，受験の不安が反映した夢など，夢を見る

ものの現実を知ればすぐに納得できる夢もある。

もちろん，夢は象徴的なものだけに，「aはbであるjと単純に置き換えて
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現象学的還元と夢解釈（荒木）

はならない。この現実や環境の反映は，現実を知ればすぐに思い当たるもの

だけに，下記のさまざまな原因との複合的対応を考慮しなければならない。

b.生理学的に眠ることに付随する夢

また，「生理学的に眠ることに付随する夢」もある。これは，生理学という

いわば肉体的側面と，精神的側面などの他の種々の側面を構造的前提として

考えた場合の，一側面に着目した場面での解釈である。

最も典型的なものは，「眠りの深まり」や「眠りからの覚醒Jに関わる夢で

ある。前者に関わる夢としては，穴に落ちたり，階段を落ちたり，絶壁で足

を踏みはずしたりする。後者は，何か明るい所ヘ出ょうとしたり，階段を上

がったりする。これらは，実は毎晩夢見るまでもなく体験していることにな

る。

では，夢見ることに関わる，このような眠りの深まりや覚醒といった現象

は，生理学的にはどのように考えられているのだろうか。この点はまだ研究

中といった方がふさわしいレベルではあるが，ここで、は，歴史的に進みつつ

あるその理論的概略を確認する。

妙木浩之「『夢分析jの現在」（妙木浩之編『夢の分析』至文堂， 1997）で

も概説されているように，夢に対する生理学的な画期的成果は， 1953年にシ

カゴ大学の大学院生E.アゼリンスキーと彼の教授N. クライトマンがRE 

M (Rapid Eye Movement）を発見したことにあるとされる（14頁）。それ以

来，おおまかにはこのREM睡眠時に夢を見ているとされるようになった。

この研究の成果について，大原健士郎『夢の不思議がわかる本.］ （三笠書

房， 1992）では，眠りの深まりや覚醒に関して，次のように纏められている。

普通の眠りには徐々に深まっていく四つの段階があり，第一期は五分から

十分で通過し，より深い第二期へと至る。やがて，第三期，第四期と深まる

が，三十分もすればまた第一期の浅い睡眠に戻り，また第四期までを繰り返

すとされるのである。そして，この第一期において，目が活発に活動するの

で， RapidEye Movement睡眠と名づけたのである D そして，同書ではこの
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時期の睡眠中の九割が夢を見るとされる（186-188頁）。

大原健士郎「夢J（大原健士郎編集解説『現代のエスプリ 夢』至文堂，昭

和48年）では， REM (Rapid Eye Movement）睡眠について，「手指や顔面

の筋肉がピクっき，身体全体が大きく動くこともある。しかし，姿勢を保つ

ために働いている筋肉の緊張はなくなるJ「いびきは止まり，ねごとは声の調

子が情緒的になる。」「一般に血圧は高くなり，かなり変動する。呼吸運動や

心拍のリズムは乱れ，発汗の状況も変化する。尿の分泌は減少し，瞳孔も大

きくなったり小さくなったりする。」「陰茎が勃起してくる。」「妊婦では胎動

が活発になる。」（16頁）などと説明されている。

また，『夢の不思議がわかる本』では， REM睡眠とより深いNON-RE 

M睡眠の両者を次のように比較している（187-188頁）。

R EM (Rapid Eye Movement）睡眠（別名，逆説睡眠もしくはパラ睡眠）

意識，筋肉がやや働く二目がまぶたの裏で激しく動き，反射的反応の多く

は停止し，筋肉は弛緩する。→夢を見る

(NON-REM睡眠のREM睡眠直前直後が一番激しく筋肉が働く）

NREM睡眠（non REM睡眠，別名，徐波睡眠もしくはオーソ睡眠）

意識，筋肉とも働かない。

このように，夢の深まりは生理学的観察によって裏付けられている。

c.夢の象徴的現われにおける退行的表現

上記のように，夢の深まりは生理学的側面からも裏付けられるが，夢解釈

においては，その深まりを，心理学的文化的側面から捉えることもできる。

一例として，夢の解釈に有効に利用しているものは，そのテーマに着目して

「夢の象徴的現われにおける退行的表現」という視点、から捉えることである。

退行とは，意識無意識の境界が暖昧になり，一種の混乱状態としてエネル

ギーの消耗が激しい状態を指す。このまま置けば生存にとって不利であった

り危険になったりするが，しかし反面，無意識的な問題のある段階にまで退

行するので，混乱の意味を適確に捉えれば問題が明確になるし，エネルギー
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と夢解釈

を補えば，前の設賠よち大きな再統合，すなわち発達を導くことができる。

夢の解釈に関して，筆者誌それを大きく二つに分けて理解している。

その第一は「歴史的運行jである岱時代劇仕立ての夢を見たり，過去の自

分の夢や，古い風景の夢を見る これに当たる。こ

古いほど，深い退行だと理解し，その段轄にこそ，

決すべき開題がある，と捉える。

その時代が

「発生的遡行jである。これはおおかね系統的発生を遡ると解して

おけば良い。

と箱庭療法H中川欝店， 1994)

で，籍庭療法（Sandplay）の経験例から，映橡的な退行レベノレの循環モデル

を提起した（19-21頁）。意識に近い段階からより深い退行へと列記すると以

下のように治される。説明はふ諭ι合わせて新たに作成

(1）.口ブス的世界・・・・・・意識的に考察されるような，事在そのものや

論理的講造，存在原理などを問題とするよう

な，宗教的，哲学的象徴によって示される註

界。

(2）.人間社会・・・・・・・・人間の一般的な生活を表現する世界。退行の

中でも標準的段階。

ω．家畜・牧場・動物園・・・人間と動物たちが触れ合う

(4）.動物界・・・・・・・・・動物たちだけの世界。人間の内面の動物性の

(5). ・・・ ｝］＼思虫類たちの世界。

た状態。

(6）.恐竜界・・・・・・・・・恐竜たち

る世界。

エネルギ

らに抽象化され

(7）.種物界・・・・・・・・・植物広よって表現される世界。無窓識の深層

の配置状態を表わす世界。

(8）.鉱物・ ・・・鉱物や砂そのものによっ れる世界。
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(9）.ロゴス

もちろん，こ

無意識の底の構成

・・（1）と

ど

存在そのものや論理的構造，存在

とするような，宗教的，哲学

的象教によって京される世界ではあるが，無

意識の最棋底だけに，直観的，

方をする。

るということで三うって， このまま

るというbげで；まない。この発生的遡行の場合にも，その段階にこそ，

見た本人がその時解決すべき問題がある，と捉えるのである。さらにこ

合特に顕著なのは，ある段轄での問題が解決すると，徐々以訟の人間社会の

表現へと るが，解決が不完全であれば，どこか途中の段賠で表現し，

時にはまた下蜂したちしつつ，徐々に（2）へと接近していくむ

2）夢の講造的解釈の側面

すでに述べてきたように，夢もまた現実と問機，構造的な現れ方をしてい

る。実際の解釈では，摺々の象激的な事柄の象徴的意味を解釈しなげればな

らないが，それらの意味については，シンボル事典をどを参考にすることに

なるむしかし，象教的事柄は「AはBという意味を持つJとは単純に置き換

えられないもの？ある。さまざまな意味のうちどの意味なのかを判断する碍

に，全体の構造を考慮しなければならない。すなわち，全体の構造との関孫

においてはじめて，象徴的意味が決定されるのであるD

以下，筆者の経験から，それら構造的解釈の幾っかを考察する。

a.テーマの反復

解釈は独断的であってはならない。従って，ある事柄が一見明ら

を伴って現れても，それを鵜呑にしてはならない。このような意味で解釈の

手がかりになるのが fテーマ誌茨設するjという事実である合

まず，方法を具体的に述べれば，夢全体のストーリーをテーマの閉まりの

10 



と夢解釈

連続として構造的に分解してみるつもりになる。そうすると，一見異なる

柄でも，なにか共通のテーマで結ばれていることが見えてくる。もしくは，

あるテーマがさまざまに姿を変えていることに気付く。

例えば，「はじめ自分が車の運訟をしようとしている。その時忽に，自分は

免許を持っていないことに気付く。しかたがないので歩いていこうとするが，

ら重要な試験を受けにいく途中だと気付き，あわてて駆け出すが全く

ないoJなどという夢は，無免許や試験によって繰り返し象徴される

の能力立対する劣等感の現れだといえるむ

この場合，「駆け出すが進まないjというのは，劣等感の現れでもあ

るし， REM服眠特有の，夢を見ていながらも筋肉は弛緩していることの現

れでもある。

b.述語による

構造的解釈においては，事柄個々 りもそれら どの

ような関係にあるのかが，重要な鍵になる。 て，事柄の主語的関揺より

も述語的側面に着目しなげればならない。

例えば一本の針葉樟が現れたとする。フロイト き換えをすれば，そ

～？ 

'-

なれば，

ということになる。もちろんそのこと註解釈の鍵ではあるが，

はそれがどのような意味での男性的要国なのかということに

すなわち，その事棋がどのような姿をして，どのような行

践しなければなら

このような述語によって，主語の意味が規定されていくが，これはまた，

目することをも意味しているc

味において主語に無隈の意味があると自壊に，述語；こも麓限の意味がある。

ひとつの形容詞が他の形容認とどのように連関しているのか，ひとつ

とどのように関連しているのかG ひとつの主簡をめぐるこのよう

な構造的考察が被雑になればなるほど，ワとつひとつ

広範に知っておくことが必要になる。
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c.違和感（異和感｝と講造的目安

構造的解釈をす こと ること；ま

いうまでもない。しかし，全体を克れば見る詰ど，なにがテ…マかが分かり

にくくなる。その場合の手がかりは岳分り惑性しかない。しかし反面，現象

らいえば，その感性に，対象を超越的，客観的だと思い込

む主観的判断の誤謬の可能性が忍び込んで、いるので為る。これらをふまえて

も感性をでかがりにしなければならないのだから，なんら

なる。構造的解釈そのものがその方法的手順であるが，

とりかかる瞬間に求められるのが，

違和惑と比対象の全体と，

ないことで辻義うるが，仮に自

感、はそのまま対象のテーマになる。

る。

との不一致である。ありえ

るとするならば，その違和

では，白日の認識が不完全であるというごく

考えればよいのか。この場合，とりあえずは，そ

とからはじまる。次に，その違和感の原因を，

はどのように

あらわにするこ

と自己認識と

させて追求する。

構造的に考える際，意識無意識の全体のどこかに，

違和感を感じるであろうことはすぐに，思い当たる。その典型的なものが，コ

ンプレックスや心の傷，すなわちトラウ？であるo コンプレックスやトラウ

マについては，それぞれ語を使用する研究者によって少しずつニュアンスが

異なるが，共通して言えることは，意識無意識の全体のどこかにシステムと

している，過去の体験および誕生と同時に組み込まれたなんらかの

（おそちく辻そむままであれば生存に不利な条件〉を指す。こ

は，務に現れた違和感をてがかちにしつつ，

や穣載を併用して違和感の原因を採ること

また，いかな

な意味合い

その中でも，

12 

も必要になるの

目安である。
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れている。
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どんな人も，どんな年齢でも，



現象学的還元と夢解釈（荒木）

必ず無限の人格発達を遂行しつつある，という前提である。重い精神障害の

人も，脳死状態の人でさえも，この前提で捉えるつもりになると，行動や状

態の説明が容易になる。夢の解釈でも，この無限の人格発達のダイナミズム

を前提にすると，うまく説明できることが多い。

そして，それゆえに，その人格発達をより詳細に知るために作られた幾つ

かの目安を背景にして，当初の違和感を説明すると，違和感の意味が明確に

なる。

例えば筆者は，人格発達であれば，エリクソンのライフ・タスクの諸段階

の図式を用いたり，交流分析（T A）のエゴグラムの基準を用いたりする。

これもなるべく複数の図式を用いる。

また，筆者は，よりシンプルな人格発達の図式を求めて，物語分析の一環

としてレトリックの構造や，心理学的な退行・再統合の構造と重ねつつ，日

本の昔話とくに英雄語において潜在的に前提されているであろう人格発達の

図式を次のように求めた。その図式については『桃太郎』を例にあげつつ概

説する。

①［誕生］ーモチーフ（潜在的テーマ）－退行（統合崩壊）の兆し

昔話において英雄の誕生は，全体の恒常性（ホメオスタシス）に変化を与

える兆しである。そしてその英雄の誕生の状態（述語的側面）に着目すると，

なにか違和感を与える状況が設定されており，そこにはすでにテーマが内包

されていることに気付く。

例えば，『桃太郎Jが正義を貫くテーマを持つことは明らかだが，桃から生

まれるという違和感を与える状況にモチーフが含まれるはずである。流れて

くる桃は，関敬吾編『日本昔話大成3』（角川書店，昭和53年， 69-85頁）に

よると，多くの地方では二個流れてくる。そこから桃太郎が生まれるパター

ンは二種類ある。ひとつは，はじめに流れてきた桃をおばあさんが食べてし

まい，おじいさんにわるいことをしたと反省して，もう一個流れてきた桃を

おじいさんのために持って帰ったところ桃太郎が生まれた，というものであ

る。もうひとつは，はじめから桃が二つ流れてきて，おばあさんが「よい桃
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こっちこい，わるい桃あっちいげ。Jというと，良い桃が寄ってきて桃太郎が

生まれたというものである。この両者に共通しているのは，すでに善悪の区

別である。

②［成長］ーモチーフの展開－退行への予感

昔話の英雄が，テーマを象徴し，担っていることはいうまでもないが，物

語の構造において，英雄の成長はテーマの展開と一致する。

例えば桃太郎は，強く賢く正しく成長するが，こんなに問題を起こさない

優等生だということが，すでにモチーフに示され，のちにテーマに連なると

いうことは明らかである。

この場合，順調で健全な成長というのは，常識的な意味での違和感はない

かもしれないが，この種の物語というものは，違和感をもってテーマとする

ものだという，レトリックの構造と心理的な感触との一般的な現れを背景に

して考えれば，そこに違和感が現れてくる。そこで，この違和感を背景にし

て，例えばテーマの反復を捜せば，テーマがくっきりと現れてくることにな

る。

③［冒険］ーテーマの発現－退行から再統合への過程

英雄君には官険がつきものである。冒険には混乱とそれにまつわるエネル

ギーの消耗と，そして，勝利するにふさわしいエネルギーの充填が与えられ

て，英雄の勝利に至るのである。

この場合，エネルギーすなわち英雄自身の，もしくは物語そのものの活力

は，量的なエネルギーに限らず，質的なエネルギーも考えられる。量的なエ

ネルギーは，英雄を主語とする述語に着目すれば，眠る，食べる，休むなど，

分かり易い形で表現される。これに対して質的エネルギーは，統合的な構成，

すなわち少ないエネルギーで大きな効果をもたらす仕組みだと理解する。従

って，知恵を得たり，無駄なものを切り捨てたりなどという形で表現される。

このようにエネルギーの充填される状態は，多くの場合，対立的要素の統

合過程か，貧困，独身などの欠如状態が満たされていく過程として表現され

る。
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と夢解釈

f桃太郎Jの場合は，鬼という分かり易い敵と戦うのだから，そ

目すればよい。一般的に鬼が必ず悪を意味するわげでもないが，

この場合は，一方的に悪だと表現されている。したがって桃太郎の戦い

との戦いだということになるc こむことを，テーマの反復を組定して，誕生

以来のこれまでの内容と比較してみると，悪との戦いとその克服というテー

マが全体を震いていることが明らかになる。

（結婚・入稽の先成］ーテーマの終結一帯統合

くの場合，英雄謹は英雄の結婚で幕を関じる。結婚は男性的要因と

との統合を意味するが，それぞれが男性もしくは女性だということ比

人間記とって最も原初的な欠如だからであり，統合はその欠知の充壌を意味

する。従って，結婚は胃詩ι人格の完成を意味するむ

もちろん，人務の完成という意味がより根本的なだげに，必ずしも結婚が

英雄謹の終轄ではない場合もあるむしかし，反語， f桃太郎Jが結婚しないパ

ターンが誌とんどなのは，次のようにそれなりの未完成な理由があることも

f桃太郎Jが結婚しないことを違和感と感じるのは，英雄謹は結婚で終わる

という物語構造上の常識が脊索にあってのことである。で誌，結婚するため

には荷が必要かといえば，やはり統合に至るエネルギーである。『桃太郎jに

おいて，テー？の反復を意識すれば， f食欲jが頻繁に現れていることに気付

くc モチーブにおけるお婆さんの食欲，戦いに敗北する牒困となった鬼の宴

これらは，正常の域を越えた食欲の例である。量的には多いのだが，そ

れは生存のバランスを失むせる質的には良くないものと

食欲は当窓，生存の役に立つ。『桃太郎Jでは，

。反面，

ょっ

て訴されるむ述語に馨 黍国子記よって味方を捧，それによっ

との戦いに勝利するといえる。しかし，それにもかかわらず桃太郎は結婚し

ない。ということは，なにか別の講造上の理由があるはずである。それは，

エネルギ…の獲得のしかたと，そり復い方だといえる。黍出子はお婆さんか

ら与えられたものでるり，それを三人の家来に分け与えて，彼らの力で勝利
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する。エネルギーとは本来， し，自分で使うという接関からすれ

ば，まだ未熟である。それゆえ，桃太部辻結婚院は至ちないといえる

物語の構造からいえば，この統合はテーマの終結を意味するため，最後の

安定的な構図を形作る。ここでは，すでに違和惑はないのだからテーマは消

滅している。また，物語に期待を持たせるために，「旅立ちりテーマjすなわ

ち，新しい可能性，新しいテーマに向けて擁立つという終わち方をす

もある。

このように， 誌そ となる構造的目安，普遍的関式というも

のが前提になっている。夢解釈においても，その前提を確認しつつ，

すなわちテーマを求めていくことになる。

d.組み込み

夢の構造的解釈で，しばしば有効なのが，組み込みという るむ

み込みと誌，あるストーリーの流れや，連続する状況に， f患のストーリーや

状抗が組み込まれる場合である。

-WUえば，先に述べた f退行的表現jの f控史的遡行jと関連するものとし

て，現代の光景だったのが，突銭時代劇になる，という組み込みが起こる。

この場合は，まず，その時代劇部分のテーマが， における当面のテーマ

り，従って，今，そこになんらかの問題を感じているということになるむ

次に，そのテーマと，テーマの皮援を意識しつつ，現代の光景の部分を考慮

すれば，そこにテーマの反復が訴されるはずであるc こうして，組み込みの

場合はテーマを見つけ易いことになる。

この組み込み泣，映像的にも起こる白黒津明監管・脚本，映画f夢j(Warner 

Bros. Inc.1990）では，夢を見ている本人でもある主人公が，ゴッホの絵の中

に入り込み，さまざfまなゴッホの絵の中を，ゴッホその人を捜し歩しとい

うシーンがあったが，最後の f麦娼jの絵の中で，ゴッホの絵の極意を開く

のでるる。この樺意がテーマだし，この夢で主人公が求めていた違和感の真

の意味がこれだということはいうまでもないむこのように普通の風景から，
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現象学的還元と夢解釈（荒木）

そこにある絵画の中に入っていく，という組み込みも，重要である。

いずれの場合においても重要なのは，この組み込まれている部分に，その

時隠されているテーマの鍵があるということである。

e.右と左

夢の映像的構造の中で，右と左は重要な意味がある。一般的には，右は意

識的な側面を意味し，左は無意識的側面を意味する。よく注意してみると，

映画にせよ，夢にせよ，ストーリーの多くの場面では，画面の右半分で物語

が遂行されている。その方が意識に訴えるからであるし，自ら右に意識的行

為が反映されるのである。

同じ対象が現れても，意識と無意識とでは意味が異なる。例えば，海が左

に現れれば，無意識の海を自然に捉えているということになり，右に現れれ

ば無意識へと積極的に退行したいということを意味している。登場人物の右

や左へと動く方向も同様である。左に動けば，無意識へとさらに退行するこ

とを意味し，右に動けば，意識的に変化したいことを意味している。

f.明るさと暗さ，具象と抽象

いずれも，前者，すなわち明るさや具象が意識的な側面を意味し，後者，

すなわち暗さや抽象が無意識的な側面を意味する。また，後者が退行的側面

を意味するのに対して，前者は統合的な側面を意味する。

g＿典型的テーマ

以上のさまざまな構造的背景と，シンボル事典などで示される個々の事柄

の象徴的意味がからんでテーマが形成されるが，そのテーマにおいてさえ，

すでに普遍的構造の一角を構成するといってよい典型的なテーマが指摘され

る。以下，そのうちのほんの幾つかを取り上げて考察する。もちろん，現象

学的還元，もしくは現象学的判断中止を考慮しなければならないのだから，

このような典型が現れたからすぐにその意味なのだと決めつけるのは危険で、
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ある。あくまで，びとつの講造的データとして，全体の講成の中に位置づけ

つつ，全体の解釈を遂行しなければなら

ネ死と

枯れ木， 切り株，廃櫨などのように死を連想させるような象徴的事

柄の夢や，自分が殺される夢など，文字通り誰かが死ぬ，もしくは死ぬこと

せられるような夢は， f死の夢Jと呼ぶことができ，多くの場合，

と同時もしくは時間をおいて連動して現れる。再生の夢泣，

木の芽，双葉，さらにはー麦死んだものが魁るなどといつ

れる。これらをセットにして「死と再生の夢jと時ぶ。

［死と再生jをつとことで言えば，人格発達ということである。

して考察すれば， f死Jとは，たとえどれだけ現実的な

様子であったとしても，まず，最も臨接的な意味としては， f難意識における

何かが終わった。Jと取る。もちろん，先の考察における f現実の反映jとい

う意味で，現実の誰かの死と対応する場合もあるc そのレベルにおいてはそ

のよう民柱聾づけて解釈しなければならないが，その場合も根底には，

おける向かが終わったoJ（その何かを去につげたでもあり得る）がある

と取っておく方がうまくいくようである。

問様に「再生Jは，「無意識において新しいなにかが始まっ というこ

とを意味している。そして，多くの場合， f死jとセットになって現れる。時

期を震いた場合には，相互の連関は摺みにくいが，後述するように，夢解釈

と現実とが対応しているかどうかを目安にして考えればよい。 f死と再生jの

夢を見れば，現実にもなにか成長やそれにともなう変北が起こるものである。

＊戦いの夢・蔓茶羅（マンダラ）の夢

なんらかの「戦いjが現れれば，それは欠加や対立的要国のため

していることと理解するO 意識・無意識を通じた全体は，欠如

し，対立的要問を統合すべき，

成長と呼んでもよい。成長の過程には，

ている。この運動を

くの欠如や対立を経験し，乗り

越えていかなければならない。このような欠如や対立の統合過程が， f戦い」
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現象学的還元と夢解釈｛荒木）

とし

『桃太郎jで誌，鬼との戦いについてこの点に言及したが，同時記，

エネルギーについても言及したa すなわち，戦いの夢が現れるような葛藤的

な事態においては，エネルギーが充填されれば，より高いレベルでの統合へ

と結びつくはずである。

そして，ある段階の統合誌 f蔓茶締Jの夢として現れる。東洋の文化ιぉ

金臨界，語蔵界の両界蔓菜羅が代表的なものであるが，

を幾何図像的記並べた両界蔓茶羅に摂らず，例えば桃太郎が最後ι宝を得て

してきたように，当面の欠如や対立的要因の統合によって安定的な状態

を訴す内容であれば，それを広義の「鍵茶羅」として理解する。

このような憂茶離の夢は，ひとつの安定的な状況を意味するが，色方，次

のより高い成長をめざして崩壊する可能性をも含んでいる。

象飛期の夢・

「飛朔jの夢広ついては，議田良仁「典型的な夢の解説」 er窃然読本

眠りj荷車書房新社， 1984,42-48頁）では，「現実生活の薮しさから逃避し

ようとする欲望の現われj「自然に課せられた限界を超越しようとする欲望J

る期待jなどという未来型の説明と，性的な欲望などと

いう意味が紹介されている。何にしろ，ある状況から，異次元的な状況へと

変身することを意味している。

しかし，この場合も， f患の諸条件と複合させて考えなければならない。

から右へと飛期すれば，燕意識的令状惑から意識的な状惑を目指すのであり，

ら左へと飛期すれば，その逆である。

また，エネルギーも解釈り鍵になる。設しい動きは，激しい変化を，

かな動きは，緩やか会変化を意味する。

現実に航空機に乗った体験の車接的な影響で飛麹の夢を見ることもあるし，

眠りが浅くなる際に，上昇する夢を見ることもある。

これ応対して， f竪落Jの捗は，諮問良仁「典型的な夢の解説Jでは，

的な体験の反挟をのみ述べているが，おおむね上に述べた f飛類jの夢の逆
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だと考えればよい。

＊追いかけられる

成長期に誰かに追いかけられる夢を晃るもの辻，意外に多い。脊年期に晃

る夢の種鎮の中でも最多に位置するとされる｛立であるむそして，この夢はほ

とんどの場合，恐怖を伴うものである。

「典聖的な夢の解説Jでは，隠れん坊などの幼克期の体験，性的

う硬直体験，時間枠験広おける不調和などの意味が述べられている

構造的に捉えれば他にもいくつかの意味を考えることができる。

岳覚的な意識と，無自覚的な無意識との構造を想定してみると，われわれ

にとって無意識的な事柄は常に，意識にとっては未知である。一方，成長と

は，常に意識に対して無意識的な何かが現れて，意識無意識の全体を遇した

大き もたらすことである。一般的に，変化はそれまでの恒常性

るだけに，ある種の恐怖を伴う D そして，成長に伴う変化は，

これまで考察してきたように，その時J必要な成長の条件として現れる。その

条件が拐えば f戦いJのテーマと金る場合もある。しかし，成長，すなわち

統合に必要な条件が，本人にとって未だ遠いものである場合には，そ

純に恐怖となっ」怖い＇Q)0 

例えば，女性の成長期に見る追いかけられる夢で，姿のよく分からない男

に追いか廿られた夢を見た，というものがある。まず，注意すべき詰，恐障

の程度である。恐飾心が強ければ，その追いかけるものによって象徴されて

いる成長の条件は遠い。逆に，恐怖心があまりなければ，すでに統合に近づ

いている，と理解する。次に，その男の年齢を確か吟る合それが若い男性で

あれば，性的な欲望（これも成長の重要な条件であるが）の持圧だという

とが考えられる。また，中年の男？主であれば，父親の厳しいしつけでみる

る。厳しいしつけは成熟した社会人にとって必要な規射を教える

ものではあるが，無限の成長という自由な運動に対しては枠をはめることで

もある。これに対しては，未だ未熟で不可解なだけに，追いかけられるよう

な印象を持つ。
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と夢解釈

このようじ追いかけられる夢には多様な側窟と意味が想定されるが，い

ずれにしても成長と重要な関諮があると思われる。

3）夢解釈の実践的側面

夢解釈の実践を考察しなければならないが，これまで述べてきた

ことのすべてが，実践の一期であることはいうまでもない。ここではそれら

しつつ，おおまかなまとめをf子う。

はじめに小論では，現象学的還元を前提Kしているので，まず；まその大詰

として，

第一点 いかなる判断をもせず，

第二点断定的な判断を避け，

く，いわば全体とり連続を維持する

造的盟解在する。

のままにとらえることから出発する 9

との[K裂において調えるのではな

として捉え，論理的理解，および構

というニ点を起点にする9

伊jえば，鐘幹八郎 f夢分析入門iで誌，

うよう

（夢分析の手続き］

られている。

きと称して，

a. まず記録した夢を，そのままで何度も読んでみることo

b.次に，夢そ少し熊点づけて扱う。

c と関係させて一晩にいくつもの夢をみたり，一週間に

いくつもの夢をみたりしたら，それを一連のシリーズとして扱ってみる。

d.夢の中｝こみられる動作や行動，行為をとらえる。

に夢の中にみちれる欝籍，鵠動の状態をとらえる Q

f.夢の状況，事物および人物議を分析する。

丸そこで，最後にもう一度夢の分析と

h.夢の分析や解釈が面白くなったからといって，一つ

かけるの誌空盤的でない。

あまり時間を

（鋪幹八郎 f夢分新入門j317-329頁）
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ここでの a.は，第一点と

すぐ次の段階がb.である。

る。そして， とした

して超越的な判新を下すのではなく，

も述べているように，現れたものに対

との関集を保ちつつ，全体の蕉点、

として緩やか るのである G

は， として，全体の流れに現れるテーマを提

そこからいま，ここ？のテーマと結びつけるということである。このテ

りになることはいうまでもない。

c. は，テーマの発見について述べられているが，ぞれはすなわち，

が開題なのか，を考察することである。そしてここでもうひとつ述べちれて

いるのは，ひとつの夢として捉えるのではなく，複数の拶の系列として捉え，

論理的理解をするということである。意識と無意識は本来連続している。人

は一生を通じて大きなたったひとつの夢な見ているといっても過詩ではない。

その大きな流れの中にその都度のテーマが次々に現れるのである。

主語に囚われるのではなし よる理解を軸にするというこ

とであるo

d. e. f.が， よる とそれを基に

ることはいうまでもない。とはいえ，具体的な解釈においては，主語の意味

をシンボノレ事典で確認することからはじまるであろう。しかし，シン

典とは，なにかワとつでも例があればすべて掲載するという性質のものだけ

に，どれがふさわしい意味なのかを発克ずるのは困難である。その時その主

語の述語に着目すれば，事典における主語のどの意味が妥当するかが摂定さ

れてくる口

全体を見通しつつ，総合的理解を行うということであるc

g. は，全体を見通す総合的理解を述べていること誌いうまでもない。

全体を見通す場合，小論では特に，講造的解釈，すなわち，テー

マと構図に関する比較論的考察を麓視するということを強調する。

これは例えば

と言葉で表現されるテ～マとが共鳴しているか。
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と夢解釈

・この夢のテーマは典型的なテーマのうちどれに相当するのかむ

・個人的なテーγ と普遍的テーマとの絡み合い。

・退行における思想、の現れ，つま号，退狩時こそ真の考えや傾向性，’性格が

現われる。夢は退行時の典型だし，退行時のストーリーにも真の考え，額向

性，性格が示される。

などを躍識しつつ考察を進めることとして述べてき

は，夢を解釈するとは，クライアント

るということである。

しを第一の とす

h. は実践上の心得であるが， しな訪ればならない時とは，多く

。〉場合，クライアントの切実な治癒や癒しを前提としている。治癒や癒しか

らは，できるだけ早く立ち直らなければならない。また，解釈上も特定の夢

の内部に間執するよりは，系列として捉えたり，現実との対誌によって論証

したりする方が早く正確にテー？を捉えることができるものであるG まし

なにもかもクライアントに缶えてはならない。クライアント

しに役立つと決断できない内容については決して伝えではならない。

Wtlえばスポーツの相談や都練日訪れた鍵康なクライアント

で充分エネルギーがある場合でも，解釈できた内容の三割以下しか伝えるこ

とができない。

結び．

きて。このように，現象学的還元の立場を前提iこして撰関される夢解釈の

ように，このような方法論についてるが，序．でも

具体例の検証によっ なければならないが，小論の紙輯ではか

なわない。小論では，その点を割愛しつつ，夢解釈の一端を考察するにとど

めたが，今後の問題としては，より詳結託夢解釈の方法を考察することと問

時に，小論の方法を用いて，現実的な夢の解釈を遂行してみることである。

後者の場合，この方訟で行った解釈じ現実的な行おと その
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解釈は妥当性を得たということになるし，同時に，

得にく ついても， っている以上，

との対応が

しているといえ

ることになる。このような現実的な夢の解釈の遂行こそが今後の課題である。
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